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【ミニシンポジウム】
当科におけるクライオバイオプシーの成
績

池田貴登

局所進行非小細胞肺癌デュルバルマブ投
与症例に対する免疫関連有害事象と有効
性との相関

海老規之
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カーとしてHMGB1は有用である：福岡肺の
生活習慣病

濵田直樹

当院における進展型小細胞肺癌に対す２
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法+PD-L1阻害薬）の有効性及び安全性に
関する比較検討

井形文保
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炎急性増悪に関する検討

春藤裕樹

液性免疫応答に基づく進行NSCLCにおける
複合免疫療法の治療効果予測因子の前方
視解析

井上博之

当科における進行非扁平上皮非小細胞肺
癌に対する複合免疫療法の効果に及ぼす
TTF‐１免疫染色の影響の後方視的解析

中尾　明

難治性肺MAC症に対するアミカシンリポ
ソーマル吸入用懸濁液導入の実際の成績

藤田昌樹

第97回日本感染症学会総会・学術講演会
第71回日本化学療法学会学術集会　合同学会

横浜
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COVID-19に罹患した肺移植後患者10症例
の
臨床的検討

春藤裕樹
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横浜
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全身性強皮症の治療経過中にクライオバ
イオプシーにより診断された扁平上皮肺
癌の1例

春藤裕樹

当科におけるクライオバイオプシーの経
験
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当院における肺M.abscessus症の治療成績 藤田昌樹
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【シンポジウム】SAS治療選択肢の調査研
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【シンポジウム】SAS診療において合併症
をどうするか？ 気管支喘息・慢性閉塞性
肺疾患（COPD）について

吉村　力

CPAPアドヒアランスデータにより鼻腫瘍
が判明した１症例

宮地律子、吉村　力

第59回日本移植学会総会

京都
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2023

【分野別ワークショップ】肺移植後患者
のCOVID-19治療
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第43回日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学
会総会

浜松
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【シンポジウム１】「肺サルコイドーシ
スのフロントライン」　肺サルコイドー
シスの最近のトピックス
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る
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東京
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2023

EGFR発現肺癌に対する新規抗体薬物複合
体の開発

井上博之

TTF-1免疫染色はNon-Sq-NSCLC症例に対す
る複合免疫療法においてレジメン選択の
一助になり得る

中尾 明

進行・再発非小細胞肺癌に対するニボル
マブ、イピリムマブ併用療法による免疫
関連有害事象と有効性との関連
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名古屋
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非小細胞肺癌に対する複合免疫療法の効
果に及ぼす常用薬としての消化器系薬剤
使用の影響

中尾　明

【学会報告（国内地方会）】

第91回日本呼吸器学会・日本結核 非結核性抗
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疾患　九州支部秋季学術講演会

宮崎
Oct 27-28
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【ランチョンセミナー】肺MAC症の新たな
地平線
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【シンポジウム】進行非小細胞肺癌の免
疫複合療法

海老規之

肺アスペルギルス症による気管支閉塞で
死亡した縦隔型肺腺癌の一例

池田貴登



Durvalmab投与後に横紋筋融解症をきたし
た小細胞肺癌一例

木下恵理子

心房中隔欠損症のためPlatypnea
orthodeoxia syndromeを呈した1例

大熊 怜

多臓器病変を伴う重症好酸球性多発血管
炎性肉芽腫症の一例

大崎優亮

第93回日本感染症学会西日本地方会学術集
会・第71回日本化学療法学会西日本支部総会

富山
Nov 9-11

2023

ハイブリッド開
催

肺移植症例のCOVID-19感染 藤田昌樹

第64回日本肺癌学会九州支部学術集会・第47
回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会

宮崎
Mar 1-2

2024

Pembrolizumab投与開始4年後に劇症1型糖
尿病をきたした非小細胞肺癌の一例
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EGFR 遺伝子変異陽性肺腺癌に対して6次
治療 Atezolizumab が奏効した1例

河端俊英

薄壁空洞病変を呈した扁平上皮癌の一例 檀　伊文
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肺癌治療におけるリアルワールドデータ
と新たな話題
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詳細な問診により薬剤性肺炎の診断に
至った一例
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小腸転移によりSMARCA4欠損胸部腫瘍の診
断に至った一例
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気管支鏡・診断／治療の最前線～第2回内科医
の立場から～
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ついて
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May 13
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肺非結核性抗酸菌症の現状と今後の展望 藤田昌樹

市民公開講座「呼吸の日」（福大メディカル
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肺非結核抗酸菌症 藤田昌樹

中央区医師会学術講演会

福岡
Aug  21

2023

COPD患者のためのトリプルセラピー 藤田昌樹

Severe Asthma Seminar in Fukuoka

福岡
Aug  24

2023

難治性喘息　診断と治療の手引きを踏まえた
今後の治療戦略とは

藤田昌樹

第29回Kyoto Chest Club

京都
Sep  2

2023

肺非結核性抗酸菌症の現状と展望 藤田昌樹



間質性肺疾患　診療連携WEB Seminar

福岡
Sep  7

2023

呼吸器内科医が診る間質性肺炎 藤田昌樹

第4回大牟田呼吸器疾患勉強会

大牟田
Sep  13

2023

COPD　最新の知見 藤田昌樹

難病講演会（早良区保健福祉センター（早良
保健所）

福岡
Sep 20

2023

特発性間質性肺炎について 藤田昌樹

第64回九州総合診療セミナー

福岡
Sep  21

2023

総合診療医が知っておくべきCOPDの診断
と治療

藤田昌樹

第69回松山呼吸器勉強会

松山
Nov  21

2023

COPD・ACO治療の新展開 藤田昌樹

第62回香川喘息研究会

高松
Nov 22

2023

COPD・ACO治療の新展開 藤田昌樹

第54回 結核・非定型抗酸菌症治療研究会

東京
Dec 2

2023

教育講演
難治性MAC症に対するキノロン薬の位置づ
け

藤田昌樹

第2回九州呼吸器カンファレンス

福岡
Jan  20

2024

間質性肺炎に対して片肺移植を行った
後、残された肺に急性増悪は起きるのか
〜片肺移植後間質性肺炎18例の検討〜

春藤裕樹

北九州呼吸器研究会

小倉
Feb 7

2024

COPD・ACO治療の新展開 藤田昌樹


